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で、ミトラニーに対し彼の  The Working Peace 
System （1943）の要約を同紙に掲載しないかと打
診していたことを確認できたことからも明らかな
のであるが、そのような成果があったことも著者
から教示を受けたことであった。 
 　今となっては聞く術もないのだが、著者は「カー
研究者」であろうとしたのか、それとも「戦間期
国際政治思想史研究者」であろうとしたのか。私
はかねてから、後者である、と見立てていた。本
書は、カーの思想を、カー自身の著作はもちろん、
同時代の思想家や他のカー研究者の著作を通じて
丹念に読み解く作業に集中しており、そしてその
作業に成功しているだろうと思われる。その一方、
著者は終章において、現在の国際関係研究の潮流
にも触れた上で、「カーの思想の理解は、より緻
密で歴史に敏感な方法で現代世界を理解すること
に寄与するだろう」（233頁）という一文で本書
を締めくくっている。恐らくは、19世紀（リベ
ラル）国際主義が戦間期国際秩序観にどのような
影響を与えたか、そしてさらにそれが第二次世界
大戦後の国際関係を巡る言説に影響を与えている
か、といったことが著者の視野にあったのではな
いか。『戦争と戦争のはざまで』というタイトルは、
様々な意味で示唆的であるのだが、「戦間期」と
いうはざまを手がかりに、さらなる広がりを著者
自身も希望していたことは確かである。 
 　改めてご冥福を祈るとともに、著者が示そうと
して叶わなかった知的世界に思いを致しながら、
残された者の一人として、著者の眼に叶う研究を
しなければならないと思う次第である。 
